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本
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ

と
の
道
づ
く
り
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。

住
民
自
ら
の
手
で
町
道

を
整
備
す
る
事
業
だ
が
、

①
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
は

●
町
の
考
え
方

①
甲
山

給
食
セ
ン
タ
ー
は
世
羅
給

食
セ
ン
タ
ー
に
統
合
。

②
せ
ら
に
し
給
食
セ
ン
タ

ー
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

（
西
大
田
、
津
久
志
が
加

わ
る
）

な
お
一
部
厨
房
の
更
新

で
電
気
設
備
や
設
計
業
務

の
執
行
な
ど
、
統
合
に
伴

い
新
た
に
発
生
す
る
も
の

に
対
処
し
て
い
る
。
委
員

会
は
よ
り
安
心
・
安
全
の

給
食
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

要
請
。

②
公
民
館
の
統
廃
合
は

●
町
の
考
え
方

13
の
公

民
館
は
全
て
自
治
セ
ン
タ

ー
に
移
行
（
Ｈ
20
年
）
新

た
に
公
民
館
機
能
を
持
つ

施
設
を
３
ヶ
所
設
置
。

委
員
会
と
し
て
は
、
公

民
館
は
生
涯
学
習
を
行
う

施
設
で
あ
り
十
分
住
民
と

委
員
会
の
う
ご
き

││
常常
任任
委委
員員
会会
報報
告告
││

ど
う
な
る
幼
稚
園
誘
致

私
学
審
議
会
の
回
答
待
ち

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
る
こ

と
を
要
請
。

③
図
書
館
の
統
廃
合
は

●
町
の
考
え
方

図
書
館

の
統
合
は
位
置
の
決
定
を

急
い
で
い
る
。

委
員
会
は
、
住
民
に
と

っ
て
利
用
し
易
い
親
し
み

や
す
い
図
書
館
を
住
民
と

共
に
考
え
て
作
り
あ
げ
て

ゆ
く
こ
と
を
要
望
。

④
幼
稚
園
誘
致
は

●
町
の
考
え
方

認
可
に

時
間
を
要
し
て
い
る
。
仮

に
認
可
さ
れ
て
も
国
、県
、

町
民
な
ど
補
助
金
を
含
め

て
交
渉
に
期
間
的
に
も
た

や
す
い
問
題
で
は
な
い
。

委
員
会
は
、
最
適
最
良

の
方
策
を
取
ら
れ
る
よ
う

要
望
。

きちんとみちすじつけるは大人の役目

●
現
地
調
査

社
会
福
祉
協
議
会

地
区
社
協
の
実
態

○
現
在
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
い
て
は
、
地
域
福

祉
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
る
目
的
で
、
13
地
区

に
会
員
制
の
地
区
社
協
を

立
ち
上
げ
る
た
め
、
昨
年

と
同
様
、
町
民
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。
な

か
な
か
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
合
議
と
成
ら
な
い

よ
う
だ
。
少
な
い
職
員
の

中
で
手
分
け
を
し
て
小
地

域
へ
も
出
向
き
説
明
を
し

て
い
る
が
社
協
と
し
て
宣

伝
不
足
の
面
も
あ
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。

行
政
の
進
め
る
住
民
自

治
と
の
関
連
を
持
た
せ
高

齢
者
を
地
域
で
守
っ
て
行

く
組
織
の
立
ち
上
げ
を
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
社
協
が
行
っ
て
い
る
、

共
同
募
金
の
配
分
は
平
等

配
分
で
な
く
、
そ
の
地

域
・
団
体
の
意
気
込
み
に

か
か
る
の
で
実
態
活
動
を

精
査
し
な
が
ら
配
分
基
準

に
基
づ
い
て
、
地
域
配
分

審
査
委
員
で
実
態
調
査
を

し
な
が
ら
配
分
を
決
定
し

て
い
る
。

世
羅
中
央
病
院

企
業
長
が
確
保
で
き
な
い

○
医
師
は
６
名
だ
が
、
内

科
の
先
生
が
体
調
不
良
で

実
質
５
名
体
制
で
あ
る
。

医
師
不
足
の
影
響
は
医
師

へ
の
負
担
増
と
な
っ
て
い

る
が
職
員
も
一
丸
と
な
っ

て
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
経

営
上
か
ら
も
医
師
１
名
は

ど
う
し
て
も
必
要
。
県
立

瀬
戸
田
病
院
が
民
営
化
さ

れ
る
と
、
医
師
着
任
が
可

能
と
な
る
が
、
こ
れ
か
ら

の
動
き
を
見
守
っ
て
ゆ
く

状
況
。

○
財
政
状
況
は
、
今
の
と

こ
ろ
１
３
０
０
万
円
位
経

常
利
益
が
出
て
い
る
が
、

繰
越
損
失
が
あ
り
実
質
年

度
末
に
は
、
８
０
０
万
円

位
の
黒
字
決
算
の
予
想
で

あ
る
。
ま
た
、
看
護
師
は
、

ぎ
り
ぎ
り
必
要
な
人
数
は

配
置
し
て
い
る
状
況
。
退

職
も
あ
る
の
で
奨
学
金
制

度
を
設
け
て
対
処
し
て
い

る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
該

当
者
は
１
名
で
あ
る
。

地
域
で
守
れ
る
か
高
齢
者
福
祉

ふるさとの

道づくり事業スタート
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①
下
水
道
事
業
の
見
直
し
は

●
町
の
考
え
方

町
の
生

活
排
水
処
理
基
本
計
画
に

沿
っ
て
、
要
綱
を
制
定
し

検
討
し
て
き
た
。
特
に
家

屋
間
距
離
が
70
ｍ
を
超
え

て
い
な
い
場
合
を
基
本
と

す
る
と
、
今
、
計
画
す
る

認
可
区
域
は
、
ほ
と
ん
ど

あ
て
は
ま
る
。
ま
た
、
建

設
費
の
比
較
を
み
る
と
、

公
共
下
水
と
浄
化
槽
で

は
、
耐
用
年
数
の
大
幅
な

違
い
か
ら
、
下
水
道
建
設

が
有
利
と
す
る
。
中
止
す

る
場
合
、
補
助
金
返
還
も

多
額
で
あ
る
。
今
の
段
階

で
は
Ｈ
21
年
４
月
の
供
用

開
始
に
む
け
行
財
政
改
革

で
示
し
た
数
値
目
標
を
達

成
す
る
た
め
努
力
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
加
入
者

数
の
確
保
が
必
須
と
考
え

る
。

②
加
入
促
進
の
取
り
組
み

●
町
の
考
え
方

①
住
宅

改
造
補
助
金
交
付
要
綱
、

並
び
に
融
資
斡
旋
制
度

（
１
５
０
万
円
ま
で
）
を

つ
く
り
加
入
促
進
を
図

る
。

②
住
民
説
明
会
を
持
ち
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
役
割
、
工

事
概
要
な
ど
説
明
す
る
こ

と
で
理
解
を
得
て
ゆ
く
。

●
問
題
点

加
入
促
進
を

補
助
す
る
こ
と
は
、
ま
す

ま
す
合
併
槽
と
の
整
合
性

が
と
れ
な
い
し
、
不
公
平

差
が
一
層
拡
大
す
る
。
農

業
集
落
排
水
事
業
に
は
今

ま
で
補
助
の
経
緯
は
な
い

し
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
結
果
を
み
て
も
黒

◎
消
防
団
組
織
の
再
編
は

●
町
の
考
え
方

今
、
団

が
大
会
に
む
け
て
訓
練
中

な
の
で
、
大
会
が
済
み
次

第
、
地
元
理
解
の
中
、
団

と
協
議
し
再
編
し
て
ゆ

く
。

◎
役
場
庁
舎
前
の
広
島
県

尾
三
地
域
事
務
所
世
羅

分
庁
舎
は

●
町
の
考
え
方

利
便
性

の
向
上
か
ら
も
町
へ
の
移

管
を
希
望
す
る
も
の
だ
が

今
ま
で
の
経
過
か
ら
、
８

月
か
ら
再
度
調
整
協
議
し

て
ゆ
き
、
方
向
性
を
み
つ

け
る
。

◎
議
員
定
数
と
報
酬
は

町
民
よ
り
議
員
定
数
な

ど
の
要
望
書
を
受
け
て
い

る
が
、
９
月
の
定
例
議
会

の
中
で
結
論
を
見
い
だ
す

こ
と
と
し
て
議
員
の
一
致

を
み
て
い
る
。

議
会
か
ら
の
意
見
を
受

け
、
①
町
道
以
外
に
拡
大

し
て
、
住
民
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
は
可
能
か
。
②

町
道
に
限
定
せ
ず
、
他
の

道
も
対
象
に
し
て
は
。
と

い
う
２
点
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
た
結
果
、
①
道
路

以
外
に
拡
大
し
た
場
合
、

自
治
振
興
助
成
金
な
ど
を

出
し
て
い
る
こ
と
。
②
年

度
途
中
で
、
統
一
し
て
の

実
施
は
困
難
。
と
い
う
こ

と
か
ら
、
町
道
以
外
に
拡

大
し
て
実
施
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
い
う
結
論
に
達

し
た
。

町
道
以
外
に
、
林
道
、

農
道
が
あ
る
が
、
農
林
業

振
興
補
助
金
制
度
を
復
活

さ
せ
対
応
し
た
い
。

●
広
島
の
森
づ
く
り
事
業

森
林
税
を
利
用
し
て
、

次
の
３
点
を
行
う
。

・
せ
ら
夢
公
園
前
信
号
機

か
ら
公
園
ま
で
の
１
・

４
キ
ロ
区
間
の
両
サ
イ

ド
を
５
年
間
で
整
備
し

て
ゆ
く

・
自
然
観
察
園
の
維
持
管

理
を
す
る
た
め
、
せ
ら

夢
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
支
援

事
業
は
初
期
の
計
画
通
り

区
域
は
検
討

││
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告
││

・
せ
ら
夢
公
園
内
に
休
息

所
を
設
置

字
化
は
み
え
な
い
。

後
年
度
へ
の
負
担
増
は

拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
加
入
促
進
率
が
ど
こ

ま
で
達
成
で
き
る
か
見
守

っ
て
ゆ
く
。

住民不安解消できるか

甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
北
の

（
建
物
土
地
共
）
買
収
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、

境
界
未
確
定
部
分
が
東
上

原
地
区
に
あ
る
。
引
き
つ

づ
き
協
議
を
行
う
予
定
。

ま
た
工
事
件
数
も
来
年
３

月
末
日
を
工
期
と
す
る
橋

梁
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
発

注
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

る
。

甲山 ・Ｃ以北も工事着手
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